
１　２月の見通し

品目名　キャベツ

2021年 16,795 63 愛知 53%

実 2022年 15,019 101 千葉 31%

2023年 14,417 95 神奈川 12%

績 2024年 14,186 82

2025年 11,165 196

14,316 107

12,000 105

　本県は、生育は順調に推移しており、入荷
量は少なかった前年をかなり上回ると見込ま
れる。上旬は、低温と乾燥傾向のため生育は
鈍ると見込まれるが、切れ間のない順調な入
荷が見込まれる。
　千葉は、生育が平年より若干前進傾向と
なっているため、入荷量は中下旬から漸減す
るものの、総量は少なかった前年をやや上回
ると見込まれる。神奈川は、年内の生育遅れ
が年末の降雨で回復し、生育が順調に推移し
ており、入荷量は少なかった前年をかなり上
回ると見込まれる。

競合産地の動き（千葉） 競合産地の動き（神奈川）

　最も重要なのは顧客の確保であ
る。京浜市場近郊の競合産地で、
作付面積増加の動きがあり、加工
業務用も含めて競争が激しくなる
ことが予想される。多くの顧客に
愛知を指名買いされるように、市
場と一緒になって愛知のブランド
力向上に取り組んでいただきた
い。５ヵ年平均

2026年見通し

愛知産の動き 産地概況

東京都中央卸売市場における２月の主要な愛知産青果物の動向

　　　 区分
実績等

入荷量
(ｔ)

卸売価格
(円/kg)

前年上位３産地（％） 市場からの提言等
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２　入荷量・価格の動き

品目名　トマト

前年上位３産地（％） 熊本 29% 栃木 26% 愛知 14%

品目名　ミニトマト

前年上位３産地（％） 熊本 43% 愛知 17% 千葉 12%

競合産地の動き（熊本） 競合産地の動き（千葉）

愛知産の動き 産地概況

　本県は、生育は概ね順調である。着果状態
に問題はなく、入荷量は前年をかなり上回る
と見込まれる。
　熊本は、令和７年８月豪雨で定植が遅れた
生産者の出荷量が増え、入荷量は前年並と見
込まれる。千葉は、生育は概ね順調で、低温
の影響はみられるものの、入荷量は前年をか
なり上回ると見込まれる。

愛知産の動き 産地概況

　本県は、低温の影響で着色が進まないもの
の、日射量が多いため大玉傾向で推移すると
見込まれる。着果状態が良好なため、前年を
かなり上回る入荷量が見込まれる。
　熊本は、低温の影響で着色が進まず、小玉
傾向であるものの、生育は順調であり、入荷
量は前年をやや上回る見込み。栃木は、低温
の影響で着色が進まないものの、着果状態に
問題はないため、入荷量は前年並と見込まれ
る。

競合産地の動き（熊本） 競合産地の動き（栃木）
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品目名　ブロッコリー

前年上位３産地（％） 愛知 24% 香川 21% 熊本 17%

品目名　さやえんどう

前年の上位産地（％） 鹿児島 40% 愛知 33%

競合産地の動き（鹿児島）

愛知産の動き 産地概況

　本県は、低温の影響により、入荷量は平年
よりやや少ないと見込まれる。月の後半から
は、気温の上昇により数量がまとまってくる
見込みである。
　鹿児島は、生育は順調であり、入荷量は前
年をわずかに上回る見込まれる。

愛知産の動き 産地概況

　本県は、低温と乾燥傾向のため生育が遅れ
ているものの、気温の上昇や降雨があれば株
の肥大が進むため、入荷量は前年を大幅に上
回ると見込まれる。
　香川は、低温と乾燥傾向のため入荷量は前
年よりやや少ない見込み。気温の上昇や降雨
があれば株の肥大が進み増量する可能性があ
る。熊本は、低温と乾燥傾向の影響から徐々
に回復するものの、入荷量は前年をかなり下
回る見込み。

競合産地の動き（香川） 競合産地の動き（熊本）
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